
事業の内容 事業スキーム（対象者、対象行為、補助率等）

事業目的

第４世代移動通信システム（４G）と⽐べてより⾼度な第５世代移動通

信システム（５G）は、現在各国で商⽤サービスが始まりつつあるが、更に

超低遅延や多数同時接続といった機能が強化された５G（以下、「ポスト

５G」）は、今後、⼯場や⾃動運転といった多様な産業⽤途への活⽤が⾒

込まれており、我が国の競争⼒の核となり得る技術と期待される。本事業で

は、ポスト５Gに対応した情報通信システム（以下、「ポスト５G情報通信

システム」）の中核となる技術を開発することで、我が国のポスト５G情報通

信システムの開発・製造基盤強化及びデジタル社会と脱炭素化の両立の実

現を目指す。

成果目標

本事業で開発した技術が、将来的に我が国のポスト５G情報通
信システムにおいて活⽤されることを目指す。（開発した技術の実
⽤化率５０％以上（累計））

事業概要

ポスト５Ｇ情報通信システムや先端半導体等の設計・製造技術等の開発、

実証に取り組む。

（１）ポスト５G情報通信システムの開発（委託、補助）

情報通信ネットワーク全体やそれを構成する要素（ロボティクス分野の生成

AIに関する基盤モデル）について、技術開発を支援する。

（２）先端半導体設計・製造技術の開発（委託、補助）

先端半導体のシステム設計技術、製造に必要な実装技術や微細化関連

技術等の我が国に優位性のある基盤技術や、次世代半導体製造技術等

の国際連携による開発を支援する。

加えて、これらを推進する上で重要な人材育成や次世代半導体に係る事

業戦略等についての調査等に取り組む。

委託・
補助

（2/3、1/2、1/3）

国立研究開発法人 
新エネルギー・産業
技術総合開発機構
（NEDO）

民間企業・
研究機関・
大学等

国

国 民間団体等

委託

AI基盤モデル及び先端半導体関連技術開発事業等
（ポスト５G情報通信システム基盤強化研究開発事業等の内数）

令和６年度補正予算額 9,916 億円（一部GX 1,576 億円）

商務情報政策局情報産業課

補助
（基金）



事業の内容 事業スキーム（対象者、対象行為、補助率等）

事業目的

蓄電池は、⾃動車等のモビリティの電動化や、再生可能エネル
ギーの主⼒電源化に向けた電⼒の需給調整への活⽤、５G
通信基地局等のバックアップ電源として、今後の電化・デジタル
化社会の基盤維持に不可欠。

このような背景を踏まえ、本事業では、蓄電池・部素材・製造装
置の設備投資及び技術開発に対する支援を行うことで、国内
における中小企業を含めた蓄電池の製造サプライチェーンの強
靱化を進めることを目的とする。

成果目標

「蓄電池産業戦略」（2022年8月31日）に基づき、遅くとも
2030年までに、蓄電池・材料の国内製造基盤150GWh/年の
確立を目指す。

事業概要

我が国において、蓄電池の製造サプライチェーンを強化し、安定
供給の確保を図るため、以下の取組を行う。

（１）蓄電池・部素材・製造装置の設備投資支援

蓄電池・部素材・製造装置の国内製造基盤強化に向けて、
大規模な製造基盤や、現に国内で生産が限定的な部素材の
製造基盤、固有の技術を⽤いた製造基盤等の整備を行う事
業者に対して、補助を実施。

（２）蓄電池・部素材・製造装置の技術開発支援

蓄電池・部素材・製造装置について、優位性・不可欠性を確
立するための技術や、製造⼯程の脱炭素化を図るための技術、
製造⼯程のデータ管理や生産性向上を図るためのデジタル技
術等の開発を行う事業者に対して、補助を実施。

蓄電池の製造サプライチェーン強靱化支援事業
令和６年度補正予算額 1,778億円

商務情報政策局 電池産業課

製造産業局 ⾃動車課

素材産業課

金属課

補助

民間企業国

補助

民間団体等



省エネルギー投資促進・需要構造転換支援事業費補助金
国庫債務負担行為含め総額 2,025億円 ※令和6年度補正予算額 300億円

事業の内容 事業スキーム（対象者、対象行為、補助率等）

事業目的

本事業は、⼯場・事業場全体で行う、先進型設備等の導入や、
機械設計を伴う設備、事業者の使⽤目的や⽤途に合わせて設
計・製造する設備又は省エネ効果の⾼い特定の設備の組み合わ
せ導入、脱炭素につながる電化・燃料転換を伴う設備更新を支
援することにより、「2030年度におけるエネルギー需給の⾒通し」の
達成に寄与することを目的とする。その際、企業の複数年の投資
計画に対応する形で支援を実施し、特に中小企業の省エネ投資
需要を掘り起こす。

また、⼯場等における省エネ性能の⾼い設備・機器への更新を促
進することにより、温室効果ガスの排出削減と我が国の産業競争
⼒強化を共に実現する。

資源エネルギー庁

省エネルギー・新エネルギー部

省エネルギー課

成果目標・事業期間

2030年度におけるエネルギー需給の⾒通しにおける産業部門・
業務部門の省エネ対策（2,700万kl程度）中、省エネ設備投
資を中心とする対策の実施を促進し、本事業による効果も含めて、
省エネ量2,155万klの達成を目指す。

事業概要

⼯場・事業場において実施されるエネルギー消費効率の⾼い設備
への更新等を以下の取組を通じて支援する。

（１）⼯場・事業場型：⼯場・事業場全体で行う、先進型設
備等の導入や、機械設計を伴う設備、事業者の使⽤目
的や⽤途に合わせて設計・製造する設備又は省エネ効果
の⾼い特定の設備の組み合わせ導入を支援

（２）電化・脱炭素燃転型：化石燃料から電気への転換や、
より低炭素な燃料への転換等、電化や脱炭素目的の燃
料転換を伴う設備等の導入を支援

（３）エネルギー需要最適化型：効果が⾼いと指定したエネル
ギーマネジメントシステムを⽤いて、効果的にエネルギー使
⽤量削減及びエネルギー需要最適化を図る事業を支援

補助
（2/3、1/2、１/3、1/4）

民間企業等 民間企業等国

補助
（定額）

（１）補助率：中小企業1/2以内、大企業1/3以内（一定の要件を満た
す場合には中小企業2/3以内、大企業1/2以内等）

 上限額：15億円（非化石転換設備の場合は20億円等）

（２）補助率：1/2以内

上限額：3億円（電化の場合は5億円）

（３）補助率：中小企業1/2以内、大企業1/3以内

 上限額：1億円



事業目的・概要 事業スキーム（対象者、対象行為、補助率等）

事業目的

本事業は、家庭で最大のエネルギー消費源である給湯分野につ
いて、ヒートポンプ給湯機や家庭⽤燃料電池等の⾼効率給湯器
の導入支援を行い、その普及を拡大することにより、「2030年度
におけるエネルギー需給の⾒通し」の達成に寄与することを目的と
する。

また、家庭部門への⾼効率給湯器の導入を加速することにより、
温室効果ガスの排出削減と我が国の産業競争⼒強化を共に実
現する。

成果目標・事業期間

事業概要

消費者等に対し、家庭でのエネルギー消費量を削減するために
必要な⾼効率給湯器（ヒートポンプ給湯機、ハイブリッド給湯機、
家庭⽤燃料電池）の導入に係る費⽤を補助する。

特に、昼間の余剰再エネ電気を活⽤できる機種等については補
助額の上乗せを行うとともに、⾼効率給湯器導入にあわせて寒
冷地の⾼額な電気代の要因となっている蓄熱暖房機等の設備
を撤去する場合には、加算措置を行う。

高効率給湯器導入促進による家庭部門の省エネルギー推進事業費補助金
令和６年度補正予算額 580億円 資源エネルギー庁 省エネルギー・新エネルギー部

省エネルギー課、水素・アンモニア課

補助
（定額※）

民間企業等 消費者等国

補助
（定額）

※ 機器・性能毎に一定額を補助。

2030年度におけるエネルギー需給の⾒通しにおける家庭部門
の省エネ対策（1,200万kl）中、家庭部門への⾼効率給湯
器の導入を促進し、本事業による効果も含めて、省エネ量
264.9万klの達成を目指す。



事業目的・概要 事業スキーム（対象者、対象行為、補助率等）

事業目的

運輸部門は我が国のCO2排出量の約２割を占める。⾃動車分
野は運輸部門の中でも約９割を占めており、2050年カーボン
ニュートラルの実現に向けては、環境性能に優れたクリーンエネル
ギー⾃動車の普及が重要。また、国内市場における電動車の普
及をてこにしながら、⾃動車産業の競争⼒強化により海外市場を
獲得していくことも重要。電気⾃動車等の導入費⽤を支援するこ
とで、産業競争⼒強化とCO2排出削減を図る。 

成果目標・事業期間

「グリーン成長戦略」等における、2035年までに乗⽤車新車販売
で電動車100%とする目標の実現に向け、クリーンエネルギー⾃
動車の普及を促進する。

事業概要

導入初期段階にある電気⾃動車や燃料電池⾃動車等について、
購入費⽤の一部補助を通じて初期需要の創出や量産効果に
よる価格低減を促進するとともに、需要の拡大を⾒越した企業の
生産設備投資・研究開発投資を促進する。また、個人宅等にお
けるV2H充放電設備等の購入費及び⼯事費を補助する。

クリーンエネルギー自動車導入促進補助金
令和６年度補正予算額 1,100億円 製造産業局⾃動車課

補助
（定額、1/2等）

民間企業等 購入者等国

補助
（定額）

電気自動車
（ＥV）

プラグインハイブリッド自動車
（PHV）

電動二輪
※補助対象例

軽電気自動車
（軽ＥV）

V2H充放電設備燃料電池自動車
（FCV）


	スライド 0
	スライド 1
	スライド 2
	スライド 3
	スライド 4

